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　　　　　　　　　　　 VI］． 絹 質 物 の 生 成 竝 び に 輪 逞

’
A 學設 ， 絹質物 の 生 成は絹絲腺 の 研 究 kX も重 OftZる問 題 な る を以 て

， 從來墾者 は何れ

も此點に 多大の 努 力 と注意 とを は らひた る も，其合理 的結論 の 例證を得 た るは極 め て 最近の

こ と に屬 す。然れ ども共研 究材料は專 ら 2 細胞型 の カ サ ン の 絲腺 に 限 られた る有様に て
， 本

種 の 如 き多細胞型 の 材料 は勿論 ，
カ サ ン 以 外 の 2細胞型の 材料す らも殆 ん ど取扱 はれ ざる瓶

態な b。

　今試み に從來の 學説 を統一すれば ，
sellcin 及 fibroinの 2 絹質物の 生成に 關 して は一元読

と二 元読と の 2種 に大別 する こ とを得 べ し。 而 して 前 者 は sericin は fibtoinの 酸化 に 山來

す る もの な りとの 説に し て
， 後者は 2 種の 絹質物は最初 よ b全 然別種の もの と して分泌せ ら

．る る もの な りとの 読 な り。

　更 に 再者を細別すれば ， 先 ，

一元論に就 きて は fibroinは後部絲腺に 於て の み 生成ぜ られ，

之 が 中部 絲 腺 に 逕 ばれた る後其 周 圍 が酸 化せ られ て sericin に 變 す る もの な りとの 設

（BbAtS’C− 1SS9；　GIRBmMA ）qg − 1897 ）， 叉吐 絲に際 して 室氣に觸れた る fi　b　roiii の 外部が sericin

vc・ff・t・る もの な りと主張 す る もの （B ・ Lmy
− 186D

， 叉一ntvaは fibr・i・ 中部絲腺 及畷 部絲

腺 よ り分泌せ られ ， 其一部が 酸化作用 を受け て seilcin に變す る もの に して
， 此 作用は 中部

絲腺内腔 に於 て も示絲 腺細胞 内に て も起 り得 （田 中
一1911）との 3 種 と なす こ と得 。

　次 に 二元設 を是詔す る もの の 中に は fibroinは專 ら後部絲腺 よ り，
又 sericin は中部 絲腺

よ 勢の み分泌せ らる る もの な 勢と唱ふ る もの （HABERL 螂 班 1871 ； L皿 H 　DE 　J皿 mE 　1878；
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CleムRD ＆ R −g ，　LI．y　1887； MAILAD 　＆L　1．A “fiコEHT 　1906 ；町 田
一1925）， 或は fibroin、は後部絲腺 よ

りの み分泌せ らる る も， sericin は 中部絲腺以下 何れの 部位 に 於 て も分泌 せ らる る もの な りと

の 詮 （VERso］
T
　（k　QuA」AT 　1896 ； 山内一1922）， 又此 2 種の 絹質物 は最初 よ り混合物 として 中

部絲腺及 び後部絲腺 よ り分泌せ らるる もの （GILsox− 1897）との 3 種を類嬲せ らる。

　 以上 は只 カ サ ン 1種 に關する研 究の結 果なる に も拘 らす所見は斯 く多樣 に して俄 に其正否

を定む る こ と難き も，今，絹絲化學の 業纉を參考 して 推論を試み る と き は 尠 くと もカ サ ン に

就 きて は二 元読 を採 用すべ きもの の 如 し。殊 に 町 田博士 の 主張の 如 きは絹絲腺 を任意の 部位

に 於て 中斷 ， 若 くは其
一部 を除去 して ， 體内 に殘存せ し絲腺の 内容物の 耿態 に 論據 を發する

もの なれば ， 今 日吾 人の 最も信頼 し得 べ 費 もの な り。

　蓋 ，以上は專 ら二 細胞型 の絲腺 に關li一る成績なれば ， 之が 果 しに本種 の 如 き多細胞型 の 絲

腺の それ と
一
致す る や 否 や は頗 る興味あ る問題な り。

　B 　自然妝態にある絹飜腺 ： オ ホ ミ ノ ム シ の 絹絲腺の 内容物の 種類 及び其配 列 の 歌 態は

一般鱗翅類の それ と異るPftk　t　s，カ サ ン の 中部絲腺の 先 端 に見 る 力洳 く，，e，i，in が fibr。i。

内 に 侵入 し て 兩者の 間 に混亂を來すが如 きこ とな し。

　C　人爲餉に吐絲を促 したる絹絲腺 ： 人爲的に 吐 絲せ しむ る手段 と して は，縦 に 繭の 約 4

分の 1 を切取 り， 此 部 を表 面と して 直射光線 を避けて 明所 に安置 し ， 以 て幼蟲の 活動 を促 し

た り。

　著 者が 此方法 を用ひ て 觀察 した る 事項 は （A ）細胞活動初期の 厭況 ， （B ）同最 盛 期の 駄況 ，

（C）同末期の 歌況 ， （D ）同休止期の 耿況 を主 と し， 更 に 是 等の 中闇 期の 歌況 をも併せ て觀

察 した り。

　（A ） 第一回吐 絲 始めの 絲腺 （繭開孔部 修理 開始後 30 分 を經過 した る もの ）一内容物の 駄

態は全 腺に 亘 りて 異常な く中部絲腺及び媛部絲腺の 細胞は稍泙蔽 に 活動 を營み ， 前者 は孚膠

欺 に て sericin を放出 し， 後者は滴状に て fibroin を分泌 しっ つ あ り。徇 こ の と き中部絲腺細

胞 は其 外側 に接 し， 後部絲線細胞 に て は全 面殊に 核の 周 圍に各 固有の 物質 を集散せ り。絲腺

の 内容物 中に は殆ん ど液泡を認めす （Pl，　Ii
，
　Fig ．14）。

　（B ） 第一回開孔部修理 直後の 絲腺 （繭開孔後約 3 時聞 を經過 した るもの ）一幼蟲 の 精力は

頗る旺 盛に して更 に 吐 絲後の微 候を呈 せす。

　 1． 中部絲腺に於 ける sericin 暦は其一側若 しくは兩 側特に厚化 し， 稀に は一鰌 よ り fibr。in

を露出す。 しか し此變異は前部絲腺の 内容に は及ばす。

　 2． 中部絲 腺細胞内の sericin は特に 集積せす して 全 面に顆紋歌 をな して 散在す。

　 3． sericin 内の 液泡は常態 に ある もの に 比すれば少 しく墳加す る も，
　fibroin内 に は殆んど

之 を認 めす。
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　 （G） 開孔部 2 回連續修理 直後の 絲 腺（繭開孔後約 4 時闇を經過 した る もの ）一幼蟲 は一般

に衰弱著 しき も食を求 め て 活動す る もの あ り。

　 1． 中部絲腺及び後部絲腺細胞 内に は 物質 を認 め ざ る も雨者共明か に 分泌 を繼績 し ， 殊 に

前者 は液泡 に 富め る sericin を分泌す る を 以 て
， 物 質 内 の 液 泡は頓 に増 加せ b

。 徇こ の とき

中部絲腺 の 末端 に 近 き部位 に 於 て は serlcin は紐胞の 接合線に 澹ひ て 存在 し，明 かに共 細胞

内よ り絲腺内腔 に 流 出する經路を表 示するが 如 し。

　2．後絲腺内の fibroinは haem
’
atoxylin に 對 して濃淡 2樣に 反 應 し， 其中濃 く反應す る も

の は常態の fibroinを圍繞 し或は之 を内外 2居に 分ち ，
叉 稀に は 中心 に 向ひ て 侵 入せ り。 而

して 斯 る場合 に は 1個若 し くは 2 個 の 大な る液泡 を俘 ふ を常と す （Pl．　H 工，　Figs．3，
4）。

　3． 中部絲腺 に於 ける serlcin は 丘broin内に 侵入 して新 に sericin 柱 を形成 す。 而 し て此 異

常 seridll は前者 に 見 る と同 じ く常 に 特別 なる液泡 を作 へ り（Pl」 II，　Figs．1，
2，　S．2）。

　（D ） 開孔部 3 回修理 直後の 絲腺 （繭開孔後約 7時聞 を經過 した る もの ）一幼蟲は蓑弱 して

繭の 修理耿態 は極 め て粗造 な b。

　1． 中部 絲 腺 及び後部 絲腺 に於け る絹質物 中の 液泡 は 鵑者 よ りも遙 に 増 加 し，ため に

seric 三n は網目樣を 呈 し辛 うじて腺腔壁 と連絡 を保 て り。

　2． 中部絲腺細胞内 に は 更rc物質を認 め ざ る も， 細胸の 活動は 今徇停止 せ す。叉個體に よ

りて は薄 き serichl 居 は fibi’oin を内 外 2 厨 に 分 ち，或 は 單暦 を なす べ き sericin が fi6rbin

に よ りて 數暦 に 分た る る もの あ り（PI．　III，
　Fig．6）。

　3． 後部絲腺内の fibruinは全 部實驗 （C ）中（2）と同樣の 變異を呈 し， 從つ て seriein と の

區別 困難 なる もの ，或は殆ん ど網 目様を呈す る もの 等 あ り（Pl．　m ，
　Fig、5）。

　（E ） 開孔部 4 回蓮績修理 直後の 絲腺 （繭開孔後約 10 時闍 を經 過 しk る もの レ 幼蟲 は 衰

弱 して 殆 ん ど吐絲 の 力な く， 辛 うじて網 目樣 の 修理 を營み て 休眠状態 を呈せ b。

　1． 中部 絲腺は殆ん ど serictn の み を以 て 充 され ，
　 fibroinは細 く斷 纃的 に介在 し， 此歌態

に て 前部絲腺 に進 み ， 尚 此際後部絲腺を見 る に 内容物は 著 し く減少 して 大部分は室虚な b

（PL　IH ，　Fig．7）。

　 2． 中部絲腺及び後部絲腺を構成す る細胞は 稍牧縮 して 厚 さ を減 じ， 其活動 は全 く停止 せ

り。

　（F ） 化蛹直前の 絹絲腺一
内容物の 歌態は 3 回連績的 に 吐 絲せ しめた る もの と 略 k 同一に

して ，絲腺内腔 は殆ど液泡 を以 て充 され ， 徇中部絲腺以 降の 細胞質は稍集合 し て 全 面 に 室所

を散在 し， 核 も既に解 體を開始せ り。

　（G ） 化蛹直後の 絹絲腺
一
絲腺細胞の 組織 は 殆ん ど 破壞せ られ辛ふ じ て腺形を保つ に 過ぎ

ざる も， 核は徇援片 と して散在 す。筒前部絲腺の 内膜 も放射線に滑ひ て 破壊せ られ ， 内腔 は全
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腺 を通 じて 全 く室盧 な り。

　 D ． 考察 ： 以 上 を綜合すれば オ ホ ミ ノ ム シ に蜀 して 人 爲 的 に 吐 絲 を促す ときは ， 絹質物

の 構鎧 並 び に配列 上 に種 々 の 變異を惹起す る も， 何れ も生理 物理 的原因 に 基 く局部的變異に

し て
， 自然 歌態に於け る結果 に 椙反 す るが如 き事實を認 めす。脚 ， 實驗 （B ）中 （1）の 現 象

は恐 ら く絲腺の 固定 に際 して起 り得べ き fibroin　E の 變形 乃至 移動に拌 ふ純 然た る物理 的變

異 に して， カ サ ン に 就 て既 に 田中敏授の 觀察 した る所な り。

　 吹 に （C）中 （2）は，物 質は異 る もカ サ ン 及び ク リ ケ ム シ の sericin が haennatOxylin十ζ對 し

て農淡 2 樣 に 反應 する事實 と頗 る相似た り。而 して カ サ ン に關 して は 山内博士は物質分泌の

盛否 を以て其 主因 とな し， 濃 く反應する もの は常態の sericin よ り濃 度 高 きもの と見倣され

％ り。而 し て 本種 の 飾 roin が斯 る變異 を呈 す る は專 ら 入爲吐絲後の 絲腺 に 限 られ，而 も共

濃 く反應 す る もの は常に 亘大 なる液泡 を作 ふ點 よ り思考 すれは ，其歸 する所 は恐 ら くカ サ ン

の se
’
ricin の 場 合と同一な らむ と も， 本種 に 於 て は 特 に 吐 絲強制後の 絲腺 に 隈 らる る 事實よ

　り見れば ， 全 く後部 絲腺細胞の 吐 絲強制に基 く變調 に過 ぎ ざ るべ し。

　 而 して 此 異常 6broin は一見 sericin に類似する も概 して 光澤 を缺き ， 且 V 梱 （IIESC）．N の 如

き複染色劑 に封 して も sericin 固有の 反 應 を示 さざる點 よ り見れ ば、單 に常熊の fibroinと濃

度 を異 に する の み に して 化 學的性状に 差異あ る もの と は思考 し難 し。 最 後 に （2）の 現 象 師 ，

外 圍 を占む N き seriein が fibroin内 に更 に sericin 柱 を形威す るは果 し て 如 軻なる原因 に よ

る もの な りや は俄に 判斷 する こ と能 はざる も， 其連績切片 を精査 すれ ば何 れ も ］個若 しくは

2 個の 大 なる液泡を拌ひ ，之 に よ Dて sericin の 一部 は 中心 に 向 ひ て 壓せ られ ， 途 に 基 本

sericin と の 連 絡 を断 たれ ， 新 に fibroin内 に sericin 柱 を現 す に 至 る。斯 くして 生 じた る

sericill　E は 其中央 に特 に大 なる液泡を介在す。是等 の 事 實 よ り考ふ れば，其 饉 する所は恐

らく中部絲腺細胞の 活動 特に 活 撥 な bし結果， 其副産物た る徴細なる液泡は集合 して 斯る

大泡 とな りて 分泌壓 を間接に se．ricinの 一局部に 傳 へ ，途 に 2 絹 質 物の 配 列 に 上逋 の 湿鼠を

來せ し もの な るぺ し。備此際注意 すべ き こ とは ， 單に基 本　scricin と の 逕 絡 を斷たれた る切

片の み を見て他の 連 績切 片の 觀 察を怠る ときは
， 其外部 よ り進入せ しこ とに氣付かす して

，

或は液泡を基礎 と して sericin の 酸化設を是認す るが如 き誤な登を保ぜ す。

　 更 に （D）に見 る 外暦 をなす べ き seriein が fibroin桂 を内外 2 贋 に 分 つ 現象は ， 恐 らく中

部絲腺細胞 の 活 動が後部 絲腺細 胞の それ よ りも早 く中止 せ し結果 ， 最後に 分泌せ られた る

sericin が 當時圍繞せ し fibroinの 淌費せ らる る に 從ひ て 次第 に 中心 に進 み ， 同時に sericin

居 と絲腺内腔壁 との 間は後部絲腺よ 蓼來る fibroinに よりて補充せ らる る結果，途に斯 る構

r造 を取 る に 至 りしもの なるぺ L 然れ ど も sericin が暦 を成 す場合は前者 とは稍趣を異 に し，

中部 絲腺の 活動 は未だ全 く休止 せ ず ， 辛 う じて 間歇的に分泌 を繼績せ し結果 ， 逾 に 斯 る變異
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を呈 す る に 至 りしもの なる べ し。樹 （3）の 變異は前實驗に見 る濃度 高き fibroinと同
L
物質

に して ，其域因も亦吐 絲強制 に伴ふ 後部 絲腺細胞の 分 泌 機 能 の 變 調 と見傲 すこ とを得 べ し。

叉 （E ）申 （1） は恐 ら く中部絲腺細胞の 分泌機能が 後部絲腺細胞の それ よ りも遙かに 旺盛 に

に 見 る sericin の 居 を戊す場 合 とは全然相反 す る もの の 如 し。更 に （B ）乃至 （E ）を慂覽す る

し て
， 前者 に

， 物質 中の 液泡 は吐 絲作用 を繼續す る に つ れ て 次第 に 増加せ ウ。是は吐 絲量が

分泌量 に 比 して大 なる場 合 に 於 て起 り得 べ き現 象 に して
， 換言 すれば 物質 の 淌費量と生成量

と相拌は ざ る こ とを語 る も の な り。 されば若 し此兩者 に して均衡 を保たんか ， 自然欺態 に あ

りしもの 乃至吐 絲始め の 絲腺に見 るが 如 く， 絲腺 内腔は當然絹質物 を以 て 充 され液泡を混す

る こ となか るべ し．

　元來絹質物 は粘性 に 富 め る もの なれ ば ， 吐 絲 に 際 して は 中部絲腺 の 前方 に ある もの よ り順

次牽引作用 に よりて 吐 絲孔 よ り引出され，中部絲腺の 内容物の 減 少す る に拌 ぴ て 後部絲腺内

の物質 に て 補充せ らる べ き も， 若 し吐絲量 に して 分泌量 よ りも大 な らんか t 絲腺内腔 に は當

然塞所 を生すべ き理な りn されば此際液泡 を生 じて 共 不足 を補ふ に あらざれぽ ， 牽引力 に謝

して 内腔 に minus の 壓力 を生 じ充分吐 絲 し能 は ざ る こ と明か な り。

　從來 絹質 物 を前 方 に 移行 せ しむる動 力に 閣 して は BLANC （1889），
　GiiseN （1890 ）兩 氏 の

FiLiereの 壓 風作用，血壓設 ， 9i中敏授の 氣壓設等 ある も， 牽引作用 は恐 ら く積極的動力 に し

て
， 分泌壓は消極的動力 と見徹す べ を もの の 如 し。

　次 に吐絲 張制後の 絲腺の 機能並 び に 組織 に 就て 約言 すれ ば ， 第
一

回 吐 絲後 30 分 を經過 す

た る もの は 自然駄態 reあ りし もの と異る所 な く，中部絲腺は孚膠妝 に て sericin を分泌 し． 且

細胞内 に も之 を集積 する も，更 に 吐 絲作用 を繼續 すれば sericill は途 に液 泡 ilk　vaて 敏 出せ ら

る る に 至 り， 同時 1τ細 胞内に 於 て は顆粒状 をな して 全 面に 散在 すc 而 して 吐 絲を強制 する こ

と反 覆 3 回以 上に及 べ ぱ細胞 の 活動は頗る不活濃とな り， 中部 絲腺以降の 細胞は稍牧縮 して

厚 さを減す る の 感あ る も，組織 上 に は何等の 異常 を も認めす。

　要 する に裸食中の 幼 蟲 に封 し て は如何 な る程度に 吐 絲 を強制す る も， 化 蛹直前乃至直後の

絲腺 に 見 るが 如 く細胞の 組 織を破壊せ らる るが 如 きこ とな し。

　最 後に絹質物放 出 の 駄況並 び に 中部絲腺細胞の 分泌能 力 に 就 て 一言 せ ん。卻 ， 中部絲腺細

胞の 外側 に 集積 せ られた る sericin 及 び細胞 の 全面 に散在 する顆粒欺の s叫 cin は ， 其絲腺内

腔 に放出せ らる る に 當 りて は ， 先 ， 細胞の 側面 に向ひ て 移動 し， 專 ら細胞の 側面 に 滑ひ て流

出す る が 如 し．而 し て此 傾向は fibroinに就 きて も認め得 る所 なる も前者 の 如 く顧 著 な らす。

更 に進 み て 中部絲腺 細胞の 分泌機 能 を見る に
， 其前後兩端を成 す

一部 の 細胞 は稍劣勢 なる もf

其他は全 腺 に 亘 りて 殆ん ど優劣 な し。蓋 ， 山内 博士 に從 へ ば カ サ ン は末端 に近 き部位 に於 て

最 も多量 に sericln を分泌す と。徇同氏 と類 似の 説は嘗 て G 正LBERMA 鼎 （1897）に よ りて 唱 へ
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られ た るも， 氏の 挿圖よ り推せ ば或は絲腺の 部位 を混 同せ し結果に あらすや を疑 は しむ。而

して 本種の 中部絲腺 に見る ser三cin 暦 の 不同は 何れの 種麗に も共通 の 事實に して ，部位 に よ

る分泌機能の相異を示 す もの に は あらす e 即，斯 る構造 を惹起 する所以は後部絲腺に於 て 分

泌 せ られた る 6broin の 前進 する に當 り， 之 に 拌 ひ て移動する ser三ci］1 の 量 が後 部 絲 腺 に 近

き程大 なる が た めなる べ し。

　　　　　　　　　　　　V皿 ． 手 術 を 施 し た る 絹 絲 腺

　 略 ≧ 3 齢乃至 4 齡の 幼蟲の 絹絲腺に就 きて 所要 の 部位 を中蜥，若 しくは其 一部 を除去 した

る後 ， 人 爲的 に吐絲せ しめ ，
以 て 體内に殘存す る絲腺に就髫 て 内容物の 牀態を觀察 した り。

　手術 の方法と して は ，先 ，鋭利な る限科用 の 小 刀を用ひ第 3 氣鬥の 後方斜上位 の 皮膚を少

しく切開 し，次 に指頭 を以 て 胴部 を背腹兩面 よ り輕 く壓 すれ ば後部絲腺の 一部 を露出する を

以 て
， 昆蟲用針の 頭 部 を用 ひ て 靜 か に所要 の 部 位 を引 き出 して 手 術 を施 した りe 此 操 作 は

カ サ ン に於 て は如何 LC注意を拂 ふ も血液の 流出甚 し く手術後の經 過概 して不良な る も，幸 に

して 本種は抵抗 力頗る大なる を以 て 手衛後斃死す る もの 尠し。然れ ど も一面 に 於て ， 本種 は

生活 史未詳なるが 故 に 實驗に供 する個 醴 に 就 きて jE確な る齡 を知 る こ と能は ざるの 不利あ

り。

施 術當時絹絲腺内 vaあ りし物質 を淌費せ しむ る手段と して は
， 繭の 約 4 分の 1 を切取た る

後開孔部 を表 面と し， 直射光線 を避け て 明所に 安 置 し以 て 幼蟲 の 活動を促 した り。 しか る

と きは通 常 7 時間 内外 に て 完全に 開孔部を修理 す るを以 て ，其 後 7時聞を經 て 再 び同
一

個

所 を破 りて修理 せ しむ e 斯 くす る こ と反覆 4 回 に 及 べ ば幼蟲 は 殆ん ど休眠 状態に陷る を以 て ，

共 後精 力の 恢復する をまち て 絲腺を摘 出 して調査 を行 ひた り。而 して 手術 よ り休眠妝態に至

らしむ る迄 に 要す る時 日は幼蟲 の齡，營 養， 温度等 に よ りて 一樣ならざ る も，通常 4 日乃至

5 日 に して 更に精 力の 恢復 に 日 3，4 日を要 す。 此操 作に 當 b て 特 に注意すべ きこ とは假 令開

孔部の 修理 完了後 と雖，重れ て 切開せ ざる こ とな り．然 らざれば幼蟲の 嚢弱甚 し く修理 牛ば

に して 早 くも休眠 状態 を呈 し ， 或は斃死 して 完全に 物質の 代謝を逾 ぐる こ と難 し。され ば 次

回の 操作 は修理完了後約 10時間を經 て 着手するを要 し，之 よ り延 長す る に從ひ て 域績次第

に 良好なるが如 し。徇繭開孔の 回數は 個髓に よ b て異 る も，
3 回乃至 t 回 を以 て 適度と し ，

若 し之 よ り墳加すれば幼蟲は薨死 する もの 多 く， 假令死 を冤れた りと も其内容物は常態を欲

くに 至 る 。 今各部位 に 於 ける手術後の 歌況 を示せ ば 下 の 如 し。

（A ） 中部絲腺 と の連絡 を斷たれた る前部絲腺一
前部 絲腺の 後端 に 於ける 屈曲部 に 近 き所

に於て 切斷せ られた る前部絲腺 の 内腔 は ， 何れ も室虚に して 實に絹質物と思 しきもの を認 め

ざる も，斷口 及び腺形は常態な り。

　（B ）　後部絲腺 と の 連絡を斷た れた る前部絲腺及び中部絲腺．・

、で

調

ド

’
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　1， 中部 絲腺の第
一
屈折部 に 於て 切臨せ られた る ＄の 一斷ロ は 手衛當時 内容物 の 流 搆 した

る結 果著 しく縮小する も， 腺形 に は異歌な し。但 中部絲腺 は手術 を施 さ ざる右側 の 一腺 よ 静

稍小形 な b。内容物は全腺 に 互 りて 常態の sericin の み に して 完全 に fittrqin　E を鰍 き ， 叉 物

質中に は液泡 を混在せ す。積『最後に 紡 出 した る繭 絲 に 就 きて 見る に
， 纎 絲 は 純 然 た る

seviein 絲 に して ，こ の もの は正常なる右側 の 纖 絲 に 合して紡街せ らるる も 扁梺な る部 分 ，

絲 を形威せ る部 分多 しe 中部絲腺細胞は 多 く靜止 期 に あ る も 個體 に よ りて は辛 うじて 活動

を繼績 し 細胞内vaも所 々 に serld1 ・ ・を集積せ り．

　2． 中部絲腺の 第二 屈折部 に 於 て 切斷せ られた る もの
一
斷 目の 歌 態は略前者 に 一致す る も，

中部絲腺の 大 さは常態 に近 し。内容 物は前者 と等 し く s。ricin　1種 な るを普通 とす る も， 稀 に

は 中部絲腺の 前端 に 近 き所に 極 め て 細 き fibrein　E を　igす る もの あ り，徇 此 部 位 を成 す細胞

は内容の 充實せ る に も拘 らす ， 可 な b 活 磯 に 活 動 を繼 績 しつ つ あ bて
， 細胞内 に も所 々 に

serlcin を集積せ り。物質中に は殆 ん ど液泡 を認 めす。

　3． 中部絲腺の 未端 に 於て 切 斷せ られた る もの
一斷 口 ， 内容物の 欺態 ， 中部絲腺 の 大 ミ等 、

は前者 に 一致 する も， 稀 に は其未端に 近 く細 き fibroill　tsを有す る もの あ 軌 lb 個 髑ρ前

部 絲線 の 内容物 中に は厘 亙纖細な る 肋 foin 桂 を介在 す。 細 胞 活 勲の 歌況 は 前者 に類似す．

史PL　III，
］Fig・8）。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　

・、　tt　　　　
・
　．、

　（C ）　後部絲腺 の
一

部 を附 して 切 斷せ られた る前部絲腺及び 中部絲腺。

　1， 後部絲腺の 第
一折 の 2 分の 1 を附隨せ しめた る もの

一斷 ロ は 縮小 し附隨せ る後部絲腺

は手競 施さざる右側 の 1 総 b遙i（細き も 中部総 瓢 正常な り．中部 絲 腺 の 内 容物は

sericill 及 fibroiiiの 2 絹質物が 常態 に て 存在 す・る も，　fibroinの 量は 極 め て 尠 く右 側 の 略 手

3分 の 1 に過 ぎす 。 從 つ て 前部絲腺 の 内容物は常態の fibroinの み な り。後 部 絲 腺 の 斷 口 に

近 を細胞 の 活動 は殆 ん ど休止 歌態 に あ り（PL　III，　F躰 9）。

　．2，後部網 泉の第
一折 を附随 せ しめた る もの 一中部絲腺の 大 さ に は 異牀な く， 内容物に就

きて は前 者 よ bX し く fib・・1・ の 鞠 せ る 事實 あ る も他 vaC・J等の 相 異を岬 賜 甲 際

flbroinの 量 は常態の 略 ．≧ 牛ぱ 1こ達せ b （PL　JJ　L，　Fig．10）。

　3， 後部絲腺の 第二 屈曲部 以上 を附鼇せ しめた る もの 一絲腺の 外觀 ， 各部位 に於けるrctt

物 及び 其配列の 歌態 は前者 te−一致する も，前部絲 腺及 び中部絲腺 に於 ける 2 絹質物り量は手 ．

衛 を施 さざ る右側 の 1 腺 と殆ん ど差異なきが 如 し。（PL　HI ，　Fi鍔．1三）。　　
一、

　 （D ）
・
中部 絲腺と の 連絡 を斷 たれた る後部絲腺

　 1． 後部 絲腺の 先端に 於 て 切斷せ られた る もの 一斷 口 は 少 し く縮少 して 楕圓形 を呈す。内

容物は全 腺 に 亘 り fibToinの み に して 殆ん ど液泡 を混存せ う  腺 細胞の 活 動は休止 せ る も組

織 に は異歌を認 めず。　　　　　　　　　　　　　 ・幽『
　　

『
　

「
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　 2．後部線腺の 第
一
屈曲部 に 於て切斷せ られ たる もの 一

斷口 は著 しく縮小 して 不整形 を呈

す る も腺形 は亂れ す。内容物 の 妝態，細胞の 組織等に は更に異歌 を呈 せ す。

　 3． 中部絲腺の 第 二折の 3 分の 1 以 上 を附隨せ しめた る もの 一
断 口 は 著 しく縮小 して 少 し

　く扁卒 なる も腺形は亂れ
“
軋　しか し附隨せ る 中部絲腺は常態の もの よ り稍細 し。各部位 va於

ける内容物 の 歌態は正確 な る も，中部絲腺 に 於ける sericin 暦は稍簿 し。

　 4． 中部絲腺の 2 分の 1以 下 を附隨 し て めた る もの 一
斷 口 ， 内容物の 駄態等は 殆ん ど前者

と差異な き も， 中部絲腺 に於 ける sericin の 量は稍増加せ り。

　 以上 （A ）乃至 （D ）に 於て 手術 を施 さざる右側の 1腺 は外觀 ， 内容共に正常な り。

　 （E ）考察， 以上數種 に 亘 る實驗中， 中部絲腺との 連絡 を斷たれた る 前部 絲腺の 内容何れ

も塞虚 に して 絹質物 を認 めざ るは、此部位 を構咳す る細胞 の 絹質物分泌の 能力 なき こ と を證

す る もの な D。叉斷 口 の 亂れ ざる所以 は一に 特殊の 内膜を有す る に 由る e 後部 絲腺との 漣絡

を斷れた る前部絲腺 及び 中部絲腺の 内容物が，殆 ん ど例外 な く sericin の み に て更 に fibroin

乃 至之 に類似の 物質を有せ ざ る は
， 恐 ら く中部絲腺 に屬 す る細胞 は sericin の み を分 泌 する

が 故な り。 しか し實驗 （B）中， 申部絲腺の 第二 屈折部 及 び其 未端 に 於 て 後部 絲腺 と

『
の 逕絡

を斷 たれた る中部 絲腺の 中， 其先端或 は未端 に 近 き所 に微量の fibroinを存在す るは手術 後

の 代 謝機能の 不充分な りしこ とを語 る もの に して
， 之 が 中部絲腺細胞に 由來する もの に あ ら

ざ る こ と は同一實驗 の 結果 よ り見て も明 か な り。

　 次 に後部絲腺の 一部 を附随せ しめ て 切斷 した る前部 絲 腺 及 び 中部絲腺の 内容物が 何れ も

sericin 及 び 飾 roin の 2 絹 質物に して
， 其配 列 の 樣式は 1E常な る も seriein の 量は著 しく増加

L’， 一
齟 b・・i・ の 附隨せ る後部絲腺の 灘 曄 じて 増潔 るは ， 明か 眦 物質が後部絲腺

細胞 に 由來する もの なる こ と を語 る もの な り。

　更 に 實驗 （C）邸，申部 網 泉と の 連絡 を斷た れた る後部 絲腺 は例外な く fibrDinの み を有 し ，

嘗 て 山内博 士が カ サ ン 蹴 き て 認 めた る カ｛如 き顆飜 の se・i・i・ 乃至 之 に 類 似の 物 質 を混在

ず る こ とな し。叉 （D ）の 如 く後部絲楾に 中部絲1泉の 一部 を附隨せ しめた る場 合，後部 絲腺

の 内容物は前者 と等 し く fibroinの み なる も， 附隨せ る 中部絲腺 内 に は 2種 の 絹 質物が常態

に て 存在 せ る 等の 事實よ り見れぱ ， 後都絲腺細胞は fibroinの み を分泌 し，如 何 なる 形態に

於 て も seTicin を分泌す る こ となき もの と思考せ らる
。 而 して 此 實驗 に於 て 絲 腺は何れ も其

前方を斷たれ
・ 斷 口 は閉塞 せ る を以 て 内容物の 代謝は行はれす．從 つ て 今こ こ に見 るXX腺内

の 絹質物は 假 令其一部は手術後 に 添加 した る もの と見徽 す も， 大 部分 は手術當時 よ り既に 存

在 したる もの なれば 1可 な り長時間 に 亘 りて 絲腺内 に 滯留せ しもの な b。それ に も狗 らす全

腺 に 亘 りて 實に異歌な く，殊 に附隨せ る 申部絲腺内容物の 醍列 正常なる よ り想像 すれば ， 兩

者は 各特殊の 性質 を有す る もの と見倣す こ と を得 ぺ し。
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　要 す る に オ ホ ミ ノ ム シ の 如 き多細 胞形の 絲腺に 於 て も亦 2細胞型 の カ サ ン の 絲腺 に於 て も，

fibroin及 CX・ser2cln め 2絹質物は各絲腺の 特有な る部位 よ り而 も最初 よ り全 然別種の もの

と して 分 泌 せ らる る ＄の な り。從 つ て カ サ ン の 絹 質 物 の 生 成 に 關 す る從 來の 學説 中，

HABERL ．XNDT 　一派の 主張は吾 人 の 最 も信頼し得 べ く， 就 中該派の 一人た る町 田博 士 の立證方

法 の 如 きは最 も卓越 した る もの K して ，實に絹絲腺研究の 方法 に一
時代を劃 した る もの と 云

は ざ る べ か らす。

　　　　　　　　　　　　　　　　 摘 　　　　 要

　 1． オ ホ ミ ノ ム シ の 絹絲腺に は 特別 なる筋 肉 を有せ す，其屈折並 び に 體腔内に於ける位

置 は專 ら氣管 に よ りて保 持 せ られ ， 而 も本種 に て は前部絲腺の 一部 に も之 を分布 して左右の

絲腺を結束す。

　 2． 固有膜上 に 於 け る氣管 は專 ら細胞の 接合線 に 滑ひ て分 岐進行 し ， 且此部位 よ り細胞内

に穿入 し， しか も後部絲腺細胞内 に て は其 長軸に 浩ひ て 迷走す る が如 しd

　 3． Lyonet 腺は
一

種 の 瘤駅腺 に して 左右絲腺の 合一部 よ り少 しく後 方 に於 て 直接絲腺 に

附着 し， 各腺 2個 の 導溝を有 する も導管を外 に 現 は さず。

　 4． 絹絲腺 を構成す る細胞は部位 に よ りて 其數 ， 形状、大 さ並び に配列の 有檬を異 にする　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

を以 て前，中 ： 後各部絲腺 の 區別頗る明瞭な り。

　 5　前部絲腺を構成す る細胞は雫時は一種 の 繊維駄 をなす も， 内膜の 實新期 に近 づ くと き

は等質の 層 とな り， 内膜 の 外 側に新た に一
内膜を形 域す 。

　 6． 絲腺細 胞の 穣 は比較的簡單 なる も多細胞型 と して の 特徴 を具 へ ，前部 絲腺細胞に て は

稍 圏技状 を呈 し中部絲腺以降 に て は樹技妝乃至牛網瓶 を 呈す、而 して 之が 完成に 要す る時 日

は カ サ ン と 大差 な し。

　 7． 絲腺の 内 容物 の 状態は カ サ ン と同一な る も， 人爲的 に 吐 絲 を強制 する と きは其配列及

び麻造 上 にPt　k の 變異を惹起す 。 しか し變異 は何 れ も局部的 に して本來の性 妝，配列 に相反

す るが 如 きこ とな し。

　 8、 靜止期 乃至活動初期の 中部絲腺に 於 て は sericin は専ら細胞の 外 側に 近 く集積せ らる

る も，活動を繼績する ときは途 に 顆 粒朕をな して 細胞質の 杢面 に散在 す る に 至 る 。 而 して 之

が絲腺内腔 に 出つ る に は該細胞の 側 面に 滑へ るが如 し。

　 9． 絹質物申の液泡は吐 絲 を嚮績す る に つ れ て 増加 す る も，概 して sericin に 多 く fibroin

中に 尠 し。

・10r 採 食中の 幼蟲 に封 して は 如 置・〕なる程度 に 吐 絲 を彊制す る も， 絲 腺 細胞の 組織は破壊

せ らる る こ とな し。
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11， 絲腺を中斷若 し くは共一部 を除去 した る後入爲的 に 吐 絲せ しめ ， 醴内 に 殘存す る絲腺

の 内容物 を檢する に
， 前部 絲 腺 細 胞 は 明か に分泌能力 を歓き， 中部絲腺細胞 よ りは sericin

を， 叉後部絲腺細胞は fibroinの み を分泌 す．
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門 pc　；　t’・　2，　ca六 氣門 に ； t’・　3，　i」七 氣門 亅
に ； tr．4

， 第 九氣門 に 由 來 す る 氣管　　　1

固 有膜 上 鯲 け ・ 辮 頒 齢 啾 況 1
中部櫞 畷 甑 図 ・・）　 　 l
sg， 細 飽 の 接合稼 ；s．　Seriein；f，　Ebroill　l
前部絲腺 の 内膜 更薪直前の Ly・ n ・t 腺附 iFig・1

着部の 横斷面 （・ cvao｝　 　 　 　 l
e

， 前部絲 腺細 胞 lll，　 LyOiiet腺 緬 胞 核 ヂ
・ 淋 繍 繊 ・ ・砿 古 蚋 膜 、 ・i．町

Fj・ 2

薪 ら し き 内 膜　　　　．、　　　　　　　　
．

前部絲 腺 の 細 胞的構威 の 鴃 況 ｛X50 ）

Lyo Σiet 腺 の 横斷面 （× 3ξ｝0）　　　　　 l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Fig・3dむ，導管 ；　t．i， 内 膜

前者の 連績切片 に して 導溝の 構 造 を示 す

（x625 ’

内膜 更新直後 の 前部絲 腺 の 横臨面 ｛X600 〕

r
， 内膜 更薪 に 件ふ 染色暦

靜止 期 の 前部絲腺細 胞質及 び 内膜 と染色

層 と   驕係 を示 すo 前部絲腺 よ り中部絲

腺 に 移行 す る 部位 の 縱斷面 （× 625）
m ， 中部絲腺 ；cy ， 前部絲腺細胞質

Plate　 Ir．

Fig． 1　ヰ部絲 腺第
一折の 細 胞的 構成 の 朕況 （x

　 　 　 　 50 ）
−

Fig， 2　同第 二 折の 細胞的構戉 の 默況 （x δ0）
Fig・3 同第 三 折 の 細胞的構成 の 鴃況 （x50 ）

Fig．4　後部絲 腺 の 紐 胞 的 構成 の 歌 況 （x5   ）

Fig．5　孵牝 後5 目 を經 た る 幼 蟲 の 前 部絲 腺 細 胞

　　　　 核 （x200 ｝

Fig，β　同 中部絲腺の 先端 を成 す 細胞核 （X 　L？OO）
Fig　7　同 中部絲 腺 第

一
折の 中央 を成 す細 胞核

　　　　 （x20D 丿

Fig、8　同 中部 絲 腺第 二 折の 中 央 を成 す細 胞核

　　　　 ｛　x 　200｝

Fig． 9 同 後 部 絲 繭 胞 核 （x200 ）

Fig．−10 熟幼 の 蔚部絲腺綱胞核 （X   ｝

Fig．11　阿 中部絲腺の 先端 を成 す細胞核 ｛x200 ）

IFig．12 同 中 部絲 腺 第 二 折の 中 央 を成す 綱胞核

　　　　　｛x20 の

Fig．4

Fjg．5

1。ig．　 6

iiFig
・7

i、Fig．8

Fig．9

同後部絲腺細胞核 （x 二〇〇♪

中部絲腺細胞内に 於 け る 呂ericin 集積の

位置 を示 す 。 活動始 の 絲腺 の 横断面 の 一

部 （x625 ） 8．1， 細 胞 内に 集積せ る Eeri
−

cin ；s．2
， 絲腺 内腔 に 於 け る seriuin ；v ，

液 泡

Piate　 III，

11Fig
．10　前者 に 準 ず。 後部隷腺 の 第一屈 曲部 以 上

i　　　　 を附隨せ しめ た る 中部絲腺 の 横斷 面 （×

　 　 　 　 　 lDO）
　

｝Fig．11　前 者 に 準 ず。．後 部絲 腺 の 第 二 屈 曲部 以 上

｝　　　　　を附隨せ しめ た る 中部隷腺 の 横翫面 （×

｝　　 Ic（｝）

Fibroi” 内 に seriuin 柱形成 の 道 程 を示

す。 繭 の 開 孔 部 2 囘 修 理 直 後 の 中部 絲 腺

の 横衝 面 （x δ0）

前者 の 逋 績 切 片 に して 完全 に 基本 sericin

との 連 絡 を斷 た れ た る ｛昧況 （X8   ）

S．｝
， 基本 sericin ；S．2

， 基 本 seriein 　と逹

絡 を斷 た れ た る seriein

Fibrein が haematgxyli【1 に 對 して 濃淡

2樣 に 反應 す る 歌 況 o 繭 の 開 孔 部 2 囘連

績修理 直後の 後部絲腺 の 横斷面 （xloo ｝

f．1
， 常態 の fibroi・1； i．2

，
　ha しmatoxyliii

に 對 して 濃 く反應す る fibrojn

前者 に 準 ず 。 繭 の 開孔 部 3 囘逹 綾修 理 直

後 の 後部腺の 横斷 面 （100）
Fibroinが全 部 haematoxy］in に 劃1し て

濃 く反應 す る 歌況。繭 の 開孔部 4 囘連績

修理 直後 の 後部絲 腺 の 機斷 面 （x100 ）

Sericinが 層 を成す 默 況 。 繭 の 開 孔 部修

理 囘數前者に 同 じ （xlCO ）

Sericin内 に fibroinが 斷績的 に 介在す

る袱 況 0 繭 の 開孔 部4 伺 連績修犁直後の

中部絲 腺 の 縦斷面 （x100 ，

後部絲 腺 と の 逹路 を 噺 た れ た る 中 部綜腺

の 内容物 の 一例 o 中部絲腺 の 未端 に 於 て

切 斷 せ られ た る も の の 横断面 （x 　IPO）

Fibroin と後離絲 腺 との 關係 を示 す 。 後

部絲腺 の 第一折 の 2 分 の 1以 上 を 附慥煙

し め た る 中部絲腺 の 横斷 面 （x10 〔り
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